
１６Kami１７ Kami

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

スギ、ヒノキ共に小径木は横這い､15cm上から元類

まで小幅高。ヒノキの15～22cmは直材になるよう

に造材し､低質材は共に4mの造材でお願いします。

スギ・ヒノキ共に3m4mで直材になるような造材

が有利。曲が入る場合は4mで。ヒノキは不足気味。

伐採後は早めの出荷をお願いします。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 10月５日 第３２３回市（物部） 

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 9月２８日 第　８４ 回市（香美） 

９，０００

９，０００

１１，０００

１３，５００

１４，０００

　８，０００

８，０００

１３，０００

１３，５００

１４，０００

　８，５００

１８，０００

１１，０００

１４，９００

２０，０００

１７，５００

１７，５００

１０，５００

１１，５００

１８，５００

１７，０００

１７，５００

　９，０００

２５，０００

９，０００

９，０００

９，５００

１２，０００

１２，０００

８，０００

　８，０００

９，５００

１２，０００

１２，０００

８，０００

１６，０００

１０，０００

１０，０００

１５，５００

１５，５００

１５，５００

　９，５００

　９，５００

１４，５００

１４，５００

１５，５００

８，５００

２３，０００

木　材　市　況

物 

部

香 

美

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

女

女

男

男

男

男

女

女

女

女

女

女

女

男

女

女

女

女

男

女

女

女

女

９．１

９．２

９．２

９．３

９．５

９．５

９．６

９．７

９．７

９．１１

９．１３

９．１４

９．１４

９．１４

９．１５

９．１７

９．１８

９．２２

９．２２

９．２３

９．２４

９．２７

９．２８

８５

９５

８４

８４

８８

８７

９２

８３

８１

９８

８８

９７

８９

８３

９１

７０

９０

９４

８７

８７

８５

９０

１０１

香

香

山

物

物

山

山

山

物

香

物

香

物

山

山

山

山

山

物

香

香

香

香

根須

永野

県住

押谷

安野尾

上改田

百石町１

北本町３

西山崎

韮生野

神池

佐敷

岡ノ内

八王子

県住

北本町上１

中組

中村３

神池

永野

有瀬

永野

根須

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

９．５

９．５

９．５

９．１１

９．１２

９．１３

９．１８

９．１８

９．２３

９．２７

９．２８

９．２８

菜月

世莉

唯名

美由紀

梢

茜

亜紀子

珠映梨

絵麻

絵梨子

しのぶ

聡美

大吾

輝男

享平

博文

進吾

光

享也

智大

　之

琢巳

孝

大希

女

男

女

男

女

男

女

男

男

男

男

女

宮前町

秦山町３

宝町１

追廻し

本田

北本町上１

北本町１

植

谷相

百石町２

北組西

宝町３

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

山

山

山

香

山

山

山

香

山

山

山

  りいな

  ゆずは

  う   い

  みつき

  ももか

     いつき

  ゆいか

  あやと

  こうた

  こ   う

  せ   な

  り   う

平成３０年１０月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２６，３６３人 男 １２，３６３人 女 １４，０００人

前月比 

山田 香北 物部２０，０９２人

世帯数 １３，０９０世帯 出生

死亡

４，４８０人

１６人

３６人 －９人 －１１人

１５人 １人

９ 月
届 出

１１人

３３人

１，７９１人

転入

転出

５６世帯

１９世帯前月比 ２３世帯

　
　
　
　
　

          　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
母
を
見
舞
へ
ば
忘
れ
た
る
わ
が
名
も
呼
び
て
歌
ひ
き　

ヨ
サ
コ
イ 

岡
村　

敏
子

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

秋
雨
が
だ
ん
だ
ん
茜
つ
れ
て
来
る
演
歌
聞
き
つ
つ
古
里
恋
う
る 

岡
本　

初
美

　
　
　
　
　

  　

 　
　
　

 

い
ち
ょ
う　
　
　
　
　

   

父
母
の
植
え
し
銀
杏
は
年
毎
に
実
を
つ
け
て
待
つ
枝
垂
る
程
に 

小
松　

敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

こ
の
時
を
過
ご
す
汝
と
の
ひ
と
と
き
や
窓
に
は
つ
夏
の
並
木
す
が
し
く 

坂
上
の
ぶ
子

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
路
来
て
ハ
ウ
ス
に
上
り
修
理
す
る
「
て
ん
ご
う
す
な
」
の
声
の
気
配
が 

畠
山　

千
江

                                                 　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

父
母
の
わ
だ
ち
が
続
く
み
か
ん
畑
角
を
曲
が
れ
ば
彼
岸
花
咲
く 

原　
　
　

茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                    　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
や
か
な
声
こ
だ
ま
せ
る
浴
槽
に
柚
子
浮
か
べ
入
り
し
遠
き
日
偲
ぶ 

中
村　

紫
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

          　
　
　
　
　

 　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

買
い
く
れ
し
子
に
車
椅
子
押
さ
れ
行
く
「
楽
す
ぎ
る
ね
」
と
店
内
巡
る 

盛
岡　

雛
子

                                                                                                    　
　
　
　
　
　

我
が
村
の
七
八
十
は
現
役
で
九
十
過
ぎ
れ
ば
後
期
高
齢 

森
本　

幸
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

わ
れ
も
こ
う 　
　
　
　
　
　

誰
が
た
め
に
咲
く
や
秘
境
の
吾
亦
紅
風
と
た
は
む
れ
星
と
し
た
し
む 

山
﨑　

貴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

   

花
園
を
夢
に
見
な
が
ら
コ
ス
モ
ス
の
時
間
を
見
つ
つ
仲
間
で
種
蒔
く 

五
百
蔵
利
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       　

 　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

    

　

  　
　
　

     

と
き　
　
　

   　

         

に
ん
に
く
を
植
う
る
手
指
の
た
の
め
な
さ
リ
ウ
マ
チ
は
季
の
移
り
に
敏
し 

大
岸
由
起
子

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 　

わ 

ざ　
　
　

  　
　
　
　

 　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

介
護
と
は
尊
き
仕
事
と
思
ふ
か
な
足
腰
痛
む
時
は
あ
れ
ど
も 

小
原　

子
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       　
　
　

 　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

   

金
婚
式
紙
面
に
従
弟
の
笑
顔
あ
り
苦
難
乗
り
越
え
寄
り
添
い
来
し
よ 

楮
佐
古
き
よ

　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 　
　
　
　
　

精
霊
は
灯
篭
に
乗
り
帰
り
行
く
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
で
見
送
る
祭
り 

森
本
早
智
男

　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

妹
の
八
人
の
孫
は
伸
び
ざ
か
り
巣
立
つ
子
進
む
子
稲
刈
る
子
ら
も 

前
川　

竜
女

　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

育
成
セ
ン
タ
ー
生
活
指
導
の
先
生
は
張
り
き
り
て
ゆ
く
山
び
こ
の
帽
子
と
と
も
に 

高
田　

清
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ド
セ
ル
背
に
か
け
て
行
く
こ
の
児
等
に
平
和
が
つ
づ
け
光
り
輝
け 

公
文　

千
恵

　
　

  　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

                                            　

                 　
　

  

久
々
に
ア
ル
バ
ム
ひ
ら
き
懐
か
し
む
若
き
日
思
う
時
を
忘
れ
て 

谷
内　
　

務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

黄
金
色
に
波
う
つ
広
田
の
中
を
行
く
わ
が
残
生
に
思
い
を
馳
せ
て 

吉
本　

悦
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                   　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  　

草
出
づ
る
ホ
タ
ル
見
え
ね
ど
西
空
に
わ
づ
か
に
保
つ
雲
の
く
れ
な
ゐ 

小
松
も
と
み

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
は
未
明
の
地
震
に
死
者
も
出
る
台
風
過
ぎ
し
九
月
六
日 

伊
藤　

清
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 　
　
　
　
　
　

 　
　

 

崩
落
の
土
砂
に
埋
も
れ
る
わ
が
家
に
呆
然
と
立
つ
人
を
わ
れ
ら
見
る
の
み 

佐
竹　

玲
子

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す　
　
　
　

             

静
も
り
し
峡
に
読
経
聞
く
吾
に
鴉
は
木
の
上
鳴
か
ず
に
見
て
ゐ
る 

都
築　

初
代

       　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

握
っ
て
開
い
て
指
の
体
操
し
て
お
れ
ば
血
行
よ
く
な
り
ゆ
く
を
覚
え
る 

古
谷　

由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

　
　
　

  

い
つ
か
見
た
植
物
園
の
ラ
ン
の
花
ふ
い
に
過
り
ぬ
今
朝
の
ま
ど
ろ
み 

佐
々
木
真
里

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

 

豪
雨
あ
と
早
く
清
み
た
る
片
地
川
若
ア
ユ
数
多
苔
を
食
み
お
り 
宮
地　

亀
好

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

 

一
本
と
言
い
き
る
姑
に
台
ご
と
六
本
売
り
つ
け
し
竿
竹
売
り
の
通
れ
ば
思
う 

小
松　

信
子

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 　

 

「
あ
た
た
か
い
ご
飯
が
お
い
し
い
」
と
そ
っ
と
笑
む
災
害
の
痛
み
胸
に
さ
し
く
る 

武
内　

弘
子

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

め
ぐ
り　
　
　
　

   　

  

ひ
と
仕
事
の
後
は
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
く
夫
の
周
囲
に
掃
除
機
這
わ
す 

古
川　

安
子

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

     

彼
岸
花
の
花
茎
け
さ
は
ぐ
ん
と
伸
ぶ
秋
雨
前
線
停
滞
せ
る
中 

大
石　

綏
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
う
げ

も
く
も
く
と
土
に
生
き
来
て
年
重
ぬ
雨
音
き
き
つ
つ
夕
餉
の
支
度
す 

林
田　

幸
子

　
　
　
　
　
　

  　
　

  

く
ち
な
し　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

い
っ
と
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

夏
草
の
中
に
山
梔
子
の
匂
い
立
つ
一
時
休
み
汗
を
ぬ
ぐ
い
ぬ 

松
中　

賀
代

　
　広

報
に
き
み
の
短
歌
の
な
か
り
し
が
き
み
元
気
か
と
な
つ
か
し
き
声 

竹
村　

咲
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　

                     　
　

豊
作
と
て
届
け
ら
れ
た
る
キ
ウ
リ
の
山
佃
煮
つ
く
り
て
酷
暑
を
し
の
ぐ 

小
松　

禮
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
成
式
に
市
長
の
ま
き
ゐ
る
餅
ひ
ろ
う
八
十
五
歳
歓
声
あ
げ
て 

門
田　

明
子

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

虫
喰
ひ
は
無
消
毒
の
証
と
ぞ
一
筆
添
へ
て
間
引
菜
置
き
き
ぬ 

公
文　

正
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

と
が

昨
今
は
忘
れ
ぬ
う
ち
に
天
災
が
や
っ
て
来
て
い
る
何
の
咎
か
と 

刈
谷
美
代
子
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ぼ
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ほ
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し
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緋
牡
丹
は
花
び
ら
解
れ
膨
ら
み
て
黄
の
蕊
と
朝
の
日
を
浴
ぶ 

岩
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残
る
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の
空
に
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る
無
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映
画
の
ご
と
き
速
さ
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秋　
　
　

星

 　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

                                      　
　

庭
に
出
て
四
季
折
々
の
花
と
木
に
日
々
の
雑
音
の
心
を
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寺
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啓
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痛
む
背
を
か
が
め
て
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を
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せ
く
る
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が
た
ま
匂
ふ
か
茶
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古
き
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空
高
く
枝
繁
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せ
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榎
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を
覆
い
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と
た
わ
む
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明
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恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

一
月
や
二
月
の
話
口
に
し
て
笑
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ど
こ
ろ
か
鬼
は
爆
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恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ひ
え

涼
風
に
英
気
を
も
ら
い
精
を
出
す
刈
っ
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刈
っ
て
も
一
面
の
稗 
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休
憩
の
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
し
み
わ
た
る
歩
こ
う
会
の
帰
り
の
道
で 
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典
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俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
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務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
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〒
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８
５
０
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住
所
記
載
不
要
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５
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５
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【
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歌
】

　
　

岡
崎　

桜
雲　

選

     FAX


